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巻 頭 言
歴 史 を 学 ぶ 意 味
私は,学部で提供されている応用科目では,｢アジア経済史｣という科目を講義してい
ます｡｢経済史｣という分野は,｢経済学｣と ｢歴史学｣という二つの学問に関わる学際的
な領域です｡思うところあって,ここではもっぱら ｢歴史学｣に関わるお話をいたします｡
歴史学という学問について,皆さんはどのようなイメージをお持ちでしょうか｡おそら
く,過去のこと,すなわち過ぎ去ったこと,あるいは既に起きた事実を取り扱うのですか
ら,固定した動かないものを扱う,それ自身が動かない静態的な学問であると捉えられて
いるのではないでしょうか｡これがおそらく常識的な ｢歴史学｣観だと思われます｡しか
しながら,実は歴史学は,大きく変化するものであり,動態的な学問であるというのが正
しいと言えます｡なぜでしょうか｡
そもそも,｢歴史叙述｣(history)ということから考えてみたいと思います｡歴史家
(ここで言う ｢歴史家｣に,｢歴史を学ぶ者｣としての私たち自身を含むものとして考えて
みましょう)は,可能性としては無限にある事実の中から,一定の事実を選択し,それら
を関連づけつつ,｢物語｣(story)を構成する主体であります｡その意味で,歴史叙述で
は,既に歴史家というフィルターを通して,事実が師 (ふるい)にかけられています｡歴
史家は,現在という時間の中で生き,常に動いています｡日々の生活の中で,喜び悲しみ,
そして現在と格闘しています｡また,歴史家が抱懐する ｢考え｣や ｢思い｣も,日々の生
活の中で決して固定したままとは言えないでしょう｡こうして,時代の変遷の中で,歴史
叙述は大きく変化していく可能性があります｡このように考えてくると,｢歴史叙述｣と
いうのは,現在に生きる歴史家 (私たち)が抱懐する考えや思いを,過去の事実の中に投
影させる ｢歴史像｣と言い換えてもそれほど間違ってはいません｡
ただし,歴史叙述は,歴史家が抱懐する考えや思いを過去に投影したものだからと言っ●●●
て,窓意的に選ばれた事実の羅列ということを意味しているのではありません｡歴史家は,●●●
歴史叙述において,ある拘束性の中でそれを行なっていると言えます｡なぜならば,史料
(主に文字史料)の存在という拘束性によって大きく規定されているからです｡したがっ
て,窓意性の幅はそれほど大きくはないのです｡言わば,歴史家は,事実を ｢選択｣する
というよりは,事実との ｢出会い｣,｢発見｣を経験すると考えられます｡歴史家が,事実
と出会うのは,むしろ新鮮な驚きと喜びの経験なのです｡それは,多くの場合,あらかじ
め抱懐している ｢考え｣や ｢思い｣を裏切るものですらあるのです｡むしろ,このような
出会いや発見の中に,今日私たちが生きるうえでのヒントや智慧が隠されていると考える
べきでしょう｡
ll
さて,私が歴史学をこのように捉えるようになった個人的な契機を,自らの日本史 (自
国史)-の関心を事例にして語ることにしたいと思います｡大学院の学生だった頃
(1986-88年)に,インド-留学したときのことでした｡インドにおける留学生活を開始し
て,彼我の文化の差,ひいては歴史の差に思いをいたすようになりました｡一般的に言っ
て,人が自国の文化や歴史に切実な関心を持つようになるのは,自国の文化や慣習が自明
でなくなるような経験を経てのことではないでしょうか｡したがって,自国史を学ぶ意味
は,人間の ｢アイデンティティ｣(自己同一性)の問題と深く関わっていると言えます｡
私が自国史を強く意識したのは,インドでのカルチャー ･ショックの果てに,ある種の
｢アイデンティティ･クライシス｣(自己同一性の危機)を経験したからであると思います｡
ところで,当時,インドと日本の生活水準の差は甚だしく,同じ人間として生まれながら,
彼我の境遇の差に素朴に驚いたものでした｡そうした中から,なぜこのような差が生まれ
たのか考えざるを得ませんでした｡その時に専ら関心が向かったのは,明治以降の日本の
経済発展の軌跡 (達成)だったのです｡例えば,明治期以降に,なぜ工業化が可能であっ
たのか,と｡さらに,このような明治以降の経済発展の起源を遡っていくと,日本の近世
(江戸時代)にも関心が向かうことにもなりました｡時はあたかも,日本はバブル経済の
只中であり,日本の経済発展は世界中から注目を浴びていた時期でした｡
翻って,今日の私たちにとっての自国史への関心は,どこに向かっているでしょうか｡
むしろ,私たちが模索する ｢問い｣は,現在の日本が直面する ｢危機｣へと向かうことに
なるのではないでしょうか｡すなわち,私たちは,このような危機の意識を自国の過去の
中に投影することになると思います｡現在の私個人の日本史への関心は,幕末 ･維新期に
向かっています｡おそらく,多くの日本人が抱懐する歴史への関心もまた,危機の意識と
密接に結びついたものになっていると思われます｡
混迷の時代を生き抜くためには,私たち自身の存在 (実存)の基盤を確かにする必要が
あります｡歴史学は,｢何かの役に立つ｣というような単に功利的な理由によってのみ必
要とされるのではありません｡生きるための実存感覚を確かなものにし,世界の中に私た
ち自身が存在するという確かな感覚,生きているという感覚 (生きがい)を把持するため
にも,歴史学は必要とされるのではないでしょうか｡歴史を学ぶことの最大の意味は,ま
さにそのような点にあると思います｡
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